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1960 (昭和35)年高等学校学習指導要領
における「吉典としての古文jの成立過程
一古「典J教育における古「文jの位置一
八木雄一部
1 .はじめに一問題の所在一
1 -1. r伝統的な言語文化jとしての古典教育
平成20年度版学習指導要領の特徴のひとつとして「伝統的な言語文化に関する事項J
の設置が挙げられる lo 
「伝統的な言語文化Jが目指しているのは、児童生徒が f古典に親しむJことを重視
した古典教育である。この背景には、平成14、17年の教育課程実施状況調査において、
全国の高校3年生の 7割強が[古文・漢文が好きだJという質問項目に対し「そう忠わ
ないJiどちらかといえばそう思わないJと回答したという結果がある。このような状
況を改善するために、小学校段階から系統的に古典的内容を扱うことを通して、児童生
徒たちが古典の存在を身近に感じながら学習を進めていくことを「伝統的な言語文化J
は重視する o
f伝統的な言語文化jは、その内容が「事項Jとして設置されていることにも着目し
たい。学習指導要領において「事項Jとして示される内容は、「話すこと・開くことJi書
くことJi読むことJの三領域の活動を通して学習するものとされる。すなわち、現行
の学習指導要領においては、古典的内容は「読むことjの範囲にとどまらず、「話すこ
と・開くことJや「書くことjの中でも扱っていくことが期待されているのである。 f読
むことJに限定される古典教育が、古典「をJ学ぶそれであったとするならば、「伝統
的な言語文化jの方向性は、古典的内容・教材を契機として様々な言語活動を展開して
いく古典「でj学ぶ古典教育にあるといっていいだろう。
実際に使用されている冨語教科書を見ると、小学校では神話や昔話の読みlirJかせ、俳
句や短歌を作るといった単元が設置されており、中学校でも i(平家物語に登場する)
人物の特徴をとらえて論じようJiお薦めの古典を贈ろう(和歌を引j苦しながら手紙を
書く )J等の活動が示されている九小学校の低学年段階から古典的な内容に触れる機
会を積極的に持たせ、そこで学んだことを、児童生徒たちが日常の言語生活の中で、自
身の表現や語葉として活用していけることをねらいとする学習指導の模索が、全国の教
育現場で進められている。
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1 -2.高等学校における[伝統的な言語文化jと「古典j
この f伝統的な言語文化jの理念は、当然のことではあるが高校段階にも引き継がれ
ている。『高等学校学習指導要領解説 面詰編j(以下、『解説Jと略記)には以下の記
述が見られるに
古典を読むためには古典についての知識及び技能を確実に身に付けていくことが望
まれるところであるが 訓話註釈に偏った古典の授業が古典の学習に意義を見いだ
せない生徒を生まないよう，古典を読む意欲をまず高めることが何よりも大切で戸あ
る。〔高等学校古典AJ(下線筆者)
ここでは{訓話注釈J、つまり古語・文法のIJ音記や品詞分解といった形式的側面の学
習に傾斜するのではなく、第一に古典学習に対する意欲を喚起すること、つまり小学
校・中学校段階と同様に「古典に親しむjことが重視されるべきであることが説かれて
いる。
平成25年度から採択が開始された教科書においても、このような「伝統的な言語文
化Jの理念は反映されている。たとえば高校1年で履修することになる「回詑総合jに
おいては、現役の狂言師や評論家などによる随筆が掲載されている教科書があり、そこ
では古典の魅力が高校生に向けた平易な文体で語られている 4。また、言語活動に関し
ても、テクストの読解に終始するのではなく、音読によって韻律を味わったり、調べ学
習を通して作品についての理解を深める活動を行うことを提案している教科書がある。
各社の教科書に、高校生が古典への「親しみjを抱きながら学習へ入っていけるように
するための配j怠が確認できる。。
しかし、このように小学校から高校(1年)段階に到るまで、[古典に親しむjため
の様々な教材や言語活動が設定されているのに対し、高校2年以降に履修することにな
る「古典AJi古典BJの科目目標は以下のように示されている。
古典A: 古典としての古文と漢文，古典に I~速する文章を読むことによって，我が
留の伝統と文化に対する理解を深め，生涯にわたって古典に親しむ態度を
育てる。
古典B:古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ
方，考え方を広くし，古典についての理解や関心を深めることによって人
生を豊かにする態度を育てる。
いずれの科告においても「古典としての吉文jを読むことに主眼が置かれている(以
下、本稿においては古文領域に関して考察を進める)。特に「古典BJにおいては「読
む能力を養う jことを目標とすることを明示している。上掲の、訓詰注釈を戒める『解
説jの記述が「古典AJに関するものであることを考えると、「伝統的な言語文化Jの
理念は、この「古典AJi古典BJにも同様に適用されているはずである。しかしこれ
らの科目は「読むことj領域に特化した科目として設置されている。つまり、小学校以
来、多様な言語活動を通して学習することとされてきた古典は、最終的にはあくまで
「古文を読む能力jの養成というところに行き着くのである。ここに見られるのは、「古
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日U を読むことは、すなわち古『文』を読むことj、もっといえば、「古 f文jが読め
なければ、古『典jが読めたことにはならないjという古典教育観である。
本稿において向いたいのは、この古典教育観の成立過程についてである。上掲の高校
古典科目の百擦に[我が国の伝統と文化に対する理解Jや「古典についての理解や関心J
を深めるとあるが、 I~語科における古典教育が古典テクストの内容的理解のみを主lU~ と
するのならば、それ自体は現代語訳や国文学史などの学習によっても果たされるはずで、
ある。「古典に親しむj ということも、決して不可能ではないだろう。そしてそのよう
な古典教育が仮に可能ならば、[言IIßi~注釈に偏った授業j は見られなくなるはずで、ある。
しかし今日の古典教育は、汗JIsi!j注釈J的な形式的側面への傾斜の可能性を多分に苧み
ながらも、あくまで古「文jを読むことを直接的な言語活動として設定し、それを通し
て古「典jを理解し古「典jに親しむことを目指そうとしているのである。古典教育の
あり方を問う上では、古典教育の地盤を形成するこのような教育観、教材観のあり方を
議論の対象としていくことが必要で、あるように忠われる。そのためにも、まずはこの
{古典としての古文Jを読む能力を養うことを白襟とする古典教育観がどのように形成
されてきたかを確認しなければならないだろう。
2. r古典としての古文j成立までの国語教育関連法令の変遷
2 -1 .検証の対象と観点、
本節においては、戦前の中学校教授裏目および戦後の学習指導要領において、「古典j
あるいは{古文jの目的や内容がどのように規定されてきたのかを確認することを通し
て、今日の「古典としての古文Jという表現が学習指導要領上において使用されるよう
になるまでの変遷を明らかにする。
f古典としての古文Jは1960(昭和35) 年の高等学校学習指導要領改訂の際に、 I~I認
科の科目が「現代国語jと[古典(1=13、乙 I、乙I) Jに分化し、{古典Jが科目として
独立して以来、その科目白擦の冒頭に常に掲げられてきた表現である。したがって、本
節においては、 1960年改訂版に至るまでの以下の法令を採り上げることとする(本稿
における略記の仕方についても示す)。
1902 (明治35)年:中学校教授安lヨ= 1要目①J
1911 (明治44)年:中学校教授要目改正= i要自②J
1931 (昭和 6)年:中学校教授要目改正= i要目③j
1937 (昭和12)年:中学校教授要呂中改正= i要目④J
1943 (昭和18)年:中学校教科教授及修練指導要自= 1要目⑤J
1947 (昭和22)年:学習指導要領国語科編(試案) = IS22版j
1951 (昭和26)年:中学校・高等学校学習指導要領国語科編(試案)= IS26版J
1956 (昭和31) 年:高等学校学習指導要領I~語科編(改訂版) = IS31版J
1960 (昭和35)年:高等学校学習指導要領由語科編= IS35版J
「古典Jあるいは「古文jのあり方を検証する上で着目したいのは、[国語J(=日常
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的に使用する言語・文章、およびその模範となりうるテクスト群)の内容・範囲の変遷
である。詳細は後述するが、[古典jという語が上掲の法令の中ではじめて使用される
ことになるのは、 1943(昭和18)年の要呂⑤である。しかし各時期の「国語Jのあり
方を明確にしていくことによって、「国語」に対置される「吉典jあるいは「古文jの
内容・範囲およびそれらを扱う目的に関して、要目③以前の法令の中においても検証す
ることが可能になる。
2 -2.中学校教授要自における f国語jと「古典j
1902 (明治35)年の要目①は、国語及漢文科において扱うテクストをはじめて具体
的に例示した法令であり、その際、「講読Jの内容を「今文Jr近世文Jr近古文jに限
定したところに特徴がある。教科の目標として「普通ノ言語文章ヲ了解シ正擁立自由二
思想ヲ表彰スノレノ能jを獲得することが掲げられていることからも、ここで示されてい
る[講読jの内容が当時の(国語jの範囲であるといえる。このとき[講読jから除外
された(上古文JI中古文j は別科目として設置された r~文学史j の中でのみ扱われ
ることになった。
1911 (明治44)年の要目②においては、「国文学史jが廃止されることとなり、国語
及漢文科の中で扱われる文章は「今文Jr近世文Ji近古文Jのみとなった。いわば、国
語科教育の内容が「国語jに傾斜する改訂がこの間なされている。
これらに対し、 1931(昭和 6)年の要目③は、要百①および要目②で示されたいず
れの方針ーからも転換を図るものとなった。[国語講読J(科目名称も「講読Jから変更)
において、「今文Jr近世文Jr近古文Ji中古文Ji上古文Jのすべてが扱われることに
なったのである 60
要目③の規定の中には「国語講読jで扱う内容に関して「其ノ材料ハ総テ文章ノ模範
タリ jという記述があり、一見すると要目③は「今文jから「上古文jに至るすべての
時期の文章を「国語Jとして捉えているようにも思える。しかし、次の要白④において、
「国語講読jの「材料jに関して以下のような修正がなされることになる。
要目③:国語講読ハ読方及解釈、話方・精諦・書取ヲ諜シ其ノ材料ハ総テ文章ノ模
範タリ・・・(以下略)
要自④:国語講読ハ読方及解釈、話方・暗諦・書取ヲ課シ其ノ材料ハ総テ醇正ナノレ
国語ニ採り・・・(以下略、下線筆者)
要目③において記されていた「材料ハ総テ文章ノ模範タリ jという文言が、要目④にお
いては削除されているのである。この変更の理由については、要目④の「文部省解説j
において明らかにされている 70
以前の要目には「文章ノ模範タリJとあったが、中古文や上代の文章を今自の中学
校生徒に文章の模範たりといふのは妥当でないから改正したのである。
この記述は、1902(明治35)年の要目①において示された「国語jの範囲が、1937(昭
和12)年の要目④に至るまで変更がないことを意味している。つまりこの問、「国語j
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は一貫して「今文Ji近世文Ji近古文Jをその範Itlとしていたといえよう。
このような経緯のもとに公示されるのが、 1943(昭和18)年の要目⑤である。すで
に述べた通り、国語教育関連法令において[古典Jという語がこのときはじめて使用さ
れることになる。要目⑤における国民科国語(教科名称も変更された)の「教授要旨J
は以下の通りである。
国民科国語ハ正確ナノレ密諾ノ理会ト発表トノ能力ヲ養フト共ニ古典トシテノGill文及
漢文ヲ習得セシメ国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ瓶養シ我ガ忠文化ノ創造発展
ニ培フモノトス(下線筆者)
これによれば、要自⑤においては、 il童話jを学び日常的に求められる理解力と表現
力を養い、「古典トシテノ国文Jを学び「国民精神ヲ、福養jするという分化が明確にな
されているように見える。しかし「教授方針jには{古典トシテノ国文ヲ通ジテ皇l;mノ
伝統ト其ノ表現トヲ会得セシメ国民生活ノ発展ト皇i童文化ノ創造トニ培フベシj とあ
り、「古典トシテノl;m文Jに一種の「国語j的役割を認めているようにも解釈できる。
詳細は次節において述べることとするが、[古典Jという語を使用し、その趣旨 (I;m民
精神の揺養)を明示している要目⑤においても、「菌語Jと「古t1itトシテノ国文Jの扱
い方に関しては裁然と区別されていたとは言い切れない。
なお、安田①における「国文学史j以来、戦前の国語科教育においては、「国民性(国
民精神)の瓶養Jということが{普通ノ言語文章ヲ了解シ正確立自由ニ思想ヲ表彰スノレ
ノ能J を獲得することと同時に常に重視されてきた。要 I~ ①の íl;m文学史j の設置に大
きな関わりを持った芳賀矢ーが「中等教育に於ける所の国語と云ふもの〉教授の中継と
なり其の最も大切な所となるのは文学史でなければならぬのであるJと主張したのは、
その意味においてである 8。その「国民性(由民精神)の瓶養j という国語科のあり方
をもっとも強調したのが要目⑤における「古典Jである。 向「教授事項Jにある「諸説
ハ皇匝ノ道ノ具現タノレ各時代ノ[童文(中i略)ノ中ヨリ醇正ナノレモノヲ撰ピ…jという表
現が示すように、要呂⑤における「古典Jは、 i芸家体制と国民教育の表象として用いら
れたのである。
2-3.学習指導要領における{古典jと f古文j
戦後の国語科は、要目⑤において象徴的に示されたような国語教育のあり方を否定す
るところから始まる。それは具体的には、「古典Jの説話注釈へと傾斜していく思詑教
育に対する批判というかたちで行われた。
1947 (昭和22)年のS22版には、その「第四章 中学校盟諸科学習指導jに「中学校
の国語教育は，古典の教育から解放されなければならないJという記述が見られる。ま
た、 1951(昭和26)年のS26版は「第五章 高等学校の国語科の単元の例jに以下のよ
うな記述がある。
高等学校で学習される古典や文法は、生活と関連があり、それを学習する社会的必
要があるものでなければならない。(中略)高等学校時代には、文学の学習は、わ
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れわれの留の古典にのみ限られではならない。生徒たちはまた他の国のすぐれた古
典や、種々な形の現代文学の翻訳に親しむべき機会を持たなければならない。
戦前の「古典Jについて、方法としての訓話注釈と、目的としての「国民精神の福養J
を否定し、生徒たちにとっての「社会的必要jや「外国文学との比較jなどを重視した、
経験主義的、単元学習的な古典教育のあり方を提示している。
しかし、その次の改訂となる1956(昭和31)年のS31版においては、回語科の目標は
以下のように示される。
言語文化を広く深く理解できるように 読解力を豊かにしp 特に鑑賞力や批判力を
伸張させ，その読解の範IKoD，現代文と並んで古文や漢文にまで拡充させる。
このとき、古文は「読解Jの対象と規定され、そのための具体的な教材例も、以下のよ
うに併記されることとなるに
古文については，たとえば，下記のような作品について，生徒の能力や必要や関心
などを考慮して，適当な部分を選ぶ。なお，下記のほか，適切なものを選んで~もさ
しっかえない。たとえば，記紀歌謡，万葉集の長歌・短歌，古今集・新古今集・山
家集・金塊集などの短歌 苦蕉・蕪村・一茶などの俳句 竹取物語・源氏物語・大
鏡・平家物語・世間胸算用・雨足物語などの物語類，土佐日記・枕草子・更級日
記・徒然草・奥の細道・玉かつまなどの日記・随筆・紀行類，謡曲・狂言・近松の
浄瑠璃などの戯曲類，花伝書，三冊子・去来抄・源氏物語玉の小櫛などにある評論
類，名家の語録類など。
そして、 S35版において、国語科は「現代国語Jと「古典(甲、乙 I、乙I) Jに分
化し、その独立した[古典j科目の目標に「古典としての古文jが掲げられるのである。
古典甲
( 1 )文化の享受や創造に資するために，古典の意義を理解させて，古典に親し
む態度を養う。
( 2 )古典としての古文や漢文について，概観的な理解を得させ，読解し鑑賞す
る能力を養い，思考力・批判力を伸ばし，心情を豊かにする。
古典乙 I
( 1 )文化の享受や創造に資するために，古典の意義を理解させて，古典に親し
む態度や習慣を養う。
( 2 )古典としての古文を読解し鑑賞する能力を養い，思考力・批判力を伸ば
し，心情を豊かにするとともに，読解を通して，作品とその時代や文化との
関係などがわかるようにする。
古典乙I
( 1 )文化の享受や創造に資するために，古典の意義を理解させて，古典に親し
む態度や習慣を養う。
( 2 )古典としての古文を読解し鑑賞する能力を高め，思考力・批判力を伸ば
し，心情を豊かにするとともに，読解を通して，作品とその時代や文化との
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関{系などがわかるようにする。
S35版が古典科目の目標の筆頭に、「古典jだけでも「古文jだけでもなく「古典とし
ての古文Jという文言を使用したのは、それが「古文学習から古典学習への志向の反映J
であると宮崎健三 (1962)は述べるヘ
昭和三十一年度改訂の指導要領には「古文Jの語があって、[古典jの語は見あた
らない。古文教育はある意味ではそうむずかしくないともいえるが、古典教育とな
ると、そう簡単にはゆかない。[古文j という概念は、内容面よりも文章の形式面
に着目した概念である。これに対して「古典jという概念は、文章面よりも、作品
としての質に着目した概念であって、その前提に価値観がある。
ここでは、読まれるべきはあくまで古「典Jであって、古「文Jではないという古典
教育観が示されている。 昭和120年代から提唱されてきた、(lì~前のような皇国思想的古
典教育とは異なるかたちの)内容的理解を主眼とする古典教育である。しかしこのとき
すでに、その科呂目標には、産接的な言語活動として「古文Jを「読解Jする「能力j
を高めることがi掲示されている。以来、高校の古典科目はこの目標設定を基本的に継承
していくこととなる。この「読解j という語が使用されることになったのがS訂版から
であることを考えると、今日的な古典教育観の契機はS31版にあるともいえるだろう。
3.古典教育競の捨象と継承
3 -1.表現学習材としての f古文J
明治30年代から昭和30年代までの「国語Jと「古典jの変遷を総括すると、S35)恨の「古
典としての古文jに至るまでに捨象されることとなった古典教育観の要素として、二点
が挙げられるだろう。
ひとつは古文を、いわば{表現学習材j として捉える古典教育観である。
要目①における「国文学史」や、要目④における i(国語講読の)材料ハ総テ文章ノ
模範タリ jという文言の削除についての説明からも明らかなように、すでに当時から、
上古文と中古文については、あくまで読解や鑑賞の対象として捉える文章観が成立して
いた。しかし裏を返せば、戦前の法令の中では、近古文と近世文を一貫して表現を学ぶ
ための材として「講読j科目の中で、扱ってきたと考えられる。つまり、近古文、近世文
には「国語Jとしての性質が認められていたのである J。要自①において「諮読ノ材料J
として提示されたテクスト群は以下の通りである。
近世文
第 2学年:今文ニ最モ近キモノ、例ヘハ橘南鈴ノ東西遊記、伴高際ノ近世1奇人
伝、貝原益軒ノ百1誠書類、成島司直ノ徳)1実記1¥吋録ノ類
第3学年:室鳩巣ノ駿蓋雑話、安藤年山ノ年山紀問、新井白石ノ読史余論、本居
宣長ノ玉勝間ノ類
第4学年:新井白石ノ折焚柴ノ記、太宰春蓋ノ経済録ノ類、{且稗史ノ類ト蹴モ教
育上ノ目的ニ戻ラサノレ限ハ之ヲ採ノレヲ可トス
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第5学年:前学年ニ準ス
近古文
第 3学年:鎌倉室IlJU寺代ノ文、例へハ保元平治物語、神皇正統記、十言1抄、株談
治
第4学年:源平盛衰記、太平記ノ類
第 5学年:前学年ニ準ス
「古典jという諮をはじめて使用することになった要自⑤においても、同様の文章観
は見受けられる。その「教授方針Jにおいて[古典トシテノ密文Jによって{表現jを
[会得Jさせる方針が示されていることは、すでに確認した通りである。
要目⑤公布下において使用されることになっていた国定教科書『中等国文Jに掲載さ
れた教材は以下の通りである(今文は除く)。
近世:常山紀談、藩翰諮、雲洋雑;志、!接台雑誌、関学事始、奥の細道、靭猿(狂言)
近古:太平記、平家物語、神皇正統記、徒然草、義経記、平治物語、増鋭、古今著
l笥集、十言1抄、宇治拾遺物語
(中古:枕草子、上古:古事記)
このうち、奥の細道、平家物語、徒然草、宇治拾遺物語などは、今日においてもほとん
どすべての古典教科書に掲載されているが、これらは戦!前においては、生徒たちが文章
を書く際の模範としても扱われていたと考えられる。このように「古文jを「霞語jを
表現するi擦の[模範Jとして捉える教育鋭、教材観は、S22(高校でいえばS26版)以降、
ほとんど見られなくなる。
もっとも、この{国語j と f古文Jの役割分化は、昭和20年代において唐突に生じ
たものではない。むしろ、明治以降の言文一致運動の展開の中で着実に進行してきたも
のといえる。たとえば保科孝ーが主幹を務めた雑誌『国語教育Jが1925(大正14)年
におlんだ「現代文j教授の特集を見ると、多くの論考において、「現代文Jと[古文J
との!習に異なる役割・目的が付与され、論じられていることが確認できる。 i[富民的自
覚を喚起するが如きは古文の長ずるところ、忠実なる職1務の人として実生活に資益する
が如きは現代文の長ずるところJ12、「古文の教授は形式に重を置く傾向がある。現代文
は内容に重きをおく傾向がある。J13というように{現代文J(明治以降)と(古文J(近
世以前)とを明瞭に区別し、日常的に使用する言語・文章は「現代文Jの学習によって
なされるものであるという認識が、すでにこの時期に示されている。しかし、このよう
な状況と平行して、中学校教授要自においては、近世文・近古文に「盟諸J(表現)学
習上の材としての役割が託されていたことも事実である。
3 -2.経験主義的・単元学習的古典教育観
もうひとつは、 1苦手1]20年代に見られた、経験主義的・単元学習的な古典テクストの
扱いで、ある。
昭和20年代から30年代まで継続的に高校国語教科書を発行していた教科書は4社あ
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り(実教出版、秀英出版、好学社、大修館書j吉)、いずれも昭和20年代においては、古
典テクストの収裁に関して様々な試みが見られる。たとえば秀英出版は単元「古典と現
代Jにおいて、竹取物語、伊勢物語、土佐iヨ記を「教養と世界古典(へッセ)J 1敬亭Lll
にむかひて(佐藤春夫)Jとともに収録している。好学社は単元「物語と歌謡Jにおいて、
竹取物語と梁塵秘抄が「白雪姫(デズニー)J と同じ単元に含まれている。大修館書庖
の単元{エッセイJは、枕草子を「エッセイについて(福原麟太郎)J 1雨の日(辰野隆)J
床数題(寺田寅彦)J といった近現代の文章とともに掲載している。 14
このような古典テクストの採り上げ方は、昭和30年代半ばまでは継続していく 150 し
かし、その一方で同時に進行していたのが、古典のいわゆる「取り立てjおよび独立化
である。学習指導要領上で明確に「国語jと「古典Jの科医分化が成立するのはS35版
であるが、教科書としてはS31版以降、「古典Jを独立させたものが検定を通過し始め
る。本稿で検証の対象としている 4社の教科書においても、好学社が『古典文学』、大
修館書庖がf高等国文選』という古典教科書を発行しており、実教出)坂と秀英出版は「総
合j国語教科書'の中で、近現代文や外国文学(の翻訳)と古典を別の単元とする構成に
変更している。
当然のことではあるが、古典テクストを単元や教科書として独立させれば、他ジャン
ノレの文章(現代文や外国文学)との比較・対照などをさせながら行う単元学習的な活動
は、構造的に困難となる。 1956(1百平IJ31)年の学習指導要領改訂は、そのような意味
において昭和20年代の古典教育観や教材の取扱いを結果的に否定し、今日的な「古典
としての古文jを読む能力を養う古典教育へと切り替わる転換点となったといえるだろ
つ。
S31J坂はその改訂に際して「意を用いた」点として、「各課程のすべての生徒に履修
させる国語科の科自 a毘語(I苧)j) と，生徒の個性や進路に応じて履修させるi童話科
の科目 a国語(乙)j， r漢文j) とのi三別を明らかにしてその組合せを適切にすることJ
と「国語科の各科目の性格，目標，および内容をいっそう明らかにして，必要な学習が
確実に実施されるようにすることjを挙げている。培うべき「能力Jを鮮明にするため
に、指導する事項を「現代文J1古文J1国文法JI1童話安説Ji国文学史Ji作文J1話し
方jに純分化し、それぞれのおおよその時間配当を示すなど cr国語乙J)、S3J版は国
語科の自的、内容、方法のいずれについても詳細に規定しようとする意図が見られる。
このような方針の中で、「読解」の対象として「古文jは捉えられ、教科書や単元とし
ての独立がなされるようになる。
3 -3. r古典としての古文Jの意味
以上のことから、 S35版における「古典としての古文jは、表現学習の材という目的
と、経験主義的・単元学習的な方法とを切り離し、古典テクストの「読解jを目的かっ
方法として明確化していく過程において生じたものであることがわかる。つまり、「古
典としての古文Jは、古典教育が目的論的にも方法論的にも f読解Jに傾斜せざるを得
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ないところに成立したのである。
この過程において[古『文jを読むjことは、!古 f典jを読むjための一手段・一
階梯とはいえないものとなっていったことが、先掲の宮崎の論考に示唆されている。宮
崎は(古典としての古文Jが「古文学習から古典学習への志向の反映Jであるとする。
古典教育が古[文Jの学習に終始することなく、古「典jの学習を主とするべきことは、
昭和20年代から強調されてきたことであり、「古典としての古文Jにもその理念は継承
されているようにも見受けられる。しかし、同時に宮崎は以下のように述べる 160
古文読解の技能を身につけることが古典学習の目標ではない。それは前提である。
前提を充実させないのでは古典学習そのものがなりたたないが、前提をどんなに充
実させても、古典そのものにはいり込まないのではひっきょうそれは古典学習には
ならない。ただし前提にすぎないといっても、「文JI反や段落を考えて、主題や要冨
や大意を正しくつかむjことや、文語文法の正しい知識を尺度にすることなどは、
単なる手段として考えることは妥当ではない。古典のようなあぶない(態度によっ
ては読み違えるという意味で)性質のものを学習するにあたっては上のような態度
は非常に重要なことである。したがって技能的な前提はあるが、また一面において
それはまた古典学習の目標のーっとしての性質をもっと考えられる。(下線筆者)
高校の古典教育においては、古「文Jだけを学ぶのではないが、古[典jだけを学ぶの
でもない。古「文jも古{典Jも、いずれも学習の内容であり、目標であることをS35
版の(古典としての古文jは示すこととなった。このような古典教育観が「伝統的な言
語文化jを掲げる現行の学習指導要領の源流となっているのである。
4. まとめにかえてー今後の諜題一
本稿においては高校の古典科目の目標における「古典としての古文jという文言の成
立過程について確認し、それが今日の古典教育をどのような意味において規定している
のかについて4食詔:した。
本稿では(表現学習材としての古文jと「経験主義的・単元学習的な古文jの二側面
が捨象されていく状況を辿ったが、この要因となった契機や思潮について、さらなる検
証が必要であると思われる。特に、 S20年代からS35年版まで学習指導要領の改訂に大
きな関わりを持った!l寺校誠記の国語・古典教育論の影響関係が着呂されるところであ
る。
さらに、[吉典としての古文jが示されてから今日に至る50年以上の間に、具体的な
教材はどのように継承され、あるいは変化してきているのだろうか。「古典としての古
文jの、いわば内側における変選を明らかにしていくことを通して、今日の吉典教育が
内包する原理について考究していきたい。
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E注3
1.小学校、および中学校は2008(平成20)年3月公示。高等学校は2009(平成21)年3月公示。本稿が
高等学校の学習指導要領に焦点化白し考察を進めることもあり、これらを総称して「平成20年度版学習
指導要領jと称することとした。
2.小学校、中学校ともに光村図書の教科書を参照。
3.文部科学劣編 (2010)r高等学校学習指導要領解説 留詑編j教育出版、 p.64
4. 野村荷斎{古典の魅力J(防庁編i盟諸総合j大修館害賠)、犬養孝「言霊Jcr国語総合j桐原警j苫)など。
5. たとえば教育出版 f新編国語総合jには、 fいろは歌を声に出して読んでみようJ1有名な作品の冒頭
を声に出して読んでみようJという手引きがある。また、第一学習社 f盟諸総合jには、教材末の「言
語活動j欄に I!竹!な物語jを読んで、かぐや姫が結婚の条件として出した五つの難題について調べ、
その内容と、業公子たちの行動、結果をまとめてみようj という活動が示されている。
6. なおこのとき、 1語文学史jも Iml語講読jの一内容として採り!こげられることになっている。
7.増淵恒吉編(1981)r国語教育史資料 第5巻 教育課程史j東京法令出版、 p.l41
8. 芳賀矢-1中等教育に於けるi翠文学史Jr教育公報j276号、 1903(明治36)年10月15日
9. S26版においても!古典学習のための資料Jとして以下のような作!弘前の功ミされている。
l 記紀歌謡・万葉集・古今和歌集・新古今和歌集中のわかりやすく適当な作品およびその注釈書。
2 西行・実朝・ 1署覧・言道・良寛などの適当な作品およびその注釈書。
3 芭蕉・燕村・一茶などの適当な作品およびその注釈書。
4 竹取物語・伊勢物詩・源氏物語などの適当な部分およびその注釈書。
5 土佐日記・更級日記などの適当な部分およびその注釈書。
6 枕草子・徒然草などの適当な部分およびその注釈書。
7 字治拾遺物語・今昔物語などの適当なf51i分およびその注釈書。
8 大鏡・平家物語などの適当な部分およびその注釈書。
9 謡tHI・狂言などの適当な部分およびその注釈書。
10 突のまHI道・三冊子・去来抄などの適当な部分およびその注釈書。
11 白鶴諸国111.日本永代蔵・世間胸算用などの適当な部分およびその注釈書。
12 近松の浄摺璃作品中、適当な部分およびその注釈書。
13 玉勝INi・雨月物語などの近世ー作品中、適当なものおよびその注釈書。
このうち、 1署覧・言道・良寛、伊勢物語、宇治拾遺物語、今昔物語、 il鶴諸国1tH、日本永代i哉は
S26J援にあるがS31J仮になく、花伝書、源氏物語玉の小櫛はS31版にはあるが、 S26版にはなし、。
10.藤井信男編(1962)r新指導要領による高等学校国語教育実践講座 4. 古文の指導と実践.1AJ2:燈社、
p.21。なお、宮崎は昭和35年度教材等調査委員会中学校高等学校国語小委員会の委員として、 S35版
の作成1に携わっている。
11.要目①の中には「国語ノ古文ハ口語ヲ以テ之ヲ解釈スノレノミナラス又之ヲ今文ニ対!1.rAシ・・・(第四学年・
講読[解釈jの項)J とあり、[古文J も 11主IM~J として扱われていたことが法令の文言上からもわかる。
12. 玉井主主助「現代文教授の着眼点JfI盟諸教育j第10巻第9号、 1925(大正14)年9月 1EI、p.28
13.堀江与一「現代文教授j向上、 p.40
14. 32年版、 35年版は単元名が「エッセイの味わいjに変吏されている。
15. 秀英出版は昭和28~34年使用、好学社は昭和27~28il三使用、大修館書自はl昭和28~:34年、 32~37年、
35~37年使用。
16. 向上藤井編、 pp.27-28
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